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骨後捻角（humeral retrotorsion angl e：以下 HRA）の計測に
は上腕骨頭中央のスライスと上腕骨内外側上頼のスライス
を用い、上腕骨頭軟骨辺縁を結んだ線の垂線 AB と、上腕骨
内外側上頼を結んだ線 CDとのなす角度を HRAとした。 〔結




38. 6 °、非投球側が 30.7。となり、投球側の方が大きく統計
学的有意差を認めた。 D群では、利き腕側・非利き腕側とも






側 HRAは D群より C群の方が大きく統計学的有意差を認、め、
非投球・非利き腕側 HRAは C群と D群の聞に統計学的有意差
は認められなかった。 〔結論〕小・中学生および成人野球選 、
手の HRAは投球側で大きくなっていた。出生時の顕著に大き
い上腕骨後捻角は、少年期に野球を始めた後に片側性に減捻
過程が障害され、上腕骨後捻角は投球側で大きくなると推察
された。
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